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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
に
来
訪

馬鈴しょ収穫最盛
～天候よくスムーズな
                     収穫に期待～

　ＪＡきたみらい管内では馬鈴しょ
の収穫作業が本格化しています。置
戸地区の農事組合法人ノーザンライ
ツの圃場では、７月25日から収穫が
始まりました。
　ノーザンライツは昨年４戸で設立
し、小麦やてん菜、白花豆などのほか、馬鈴しょではと
うややスノーマーチ、男爵など６品種を約50㌶作付けし
ています。井上和光代表理事組合長は法人化について｢お
互いカバーし合いながら作業を進められてよい｣と話し
ていました。
　きたみらい馬鈴薯振興会の会長を務めるノーザンライ
ツの石村博樹専務は収穫にあたって｢今年は干ばつで生
育にむらがあるが品質は良い。収穫を始める時期に豪雨
が降り少し足踏みしたが、今後は好天に恵まれスムーズ
に収穫できれば｣と話していました。
　当ＪＡでは今年度、食用馬鈴しょの作付面積は約1,250
㌶、生産量は約43,000㌧、加工用の面積は約530㌶、生
産量は約20,000㌧を見込んでいます。

５年ぶりの見て歩きツアーで地元の農業を体験！
　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
26
日
、
き
た
み
ら
い
地
域
の
農
業
を
体
験

し
て
農
業
や
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
農
業
体
験
＆
見
て
歩
き
ツ
ア
ー
」
を

行
い
、
今
年
で
12
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
ツ
ア
ー

は
次
世
代
の
消
費
者
に
向
け
た
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
２

年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
、
平
成
30
年
以
来
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
が
発
行
す
る
一
般
消
費
者
向
け
広
報
紙
「
ぐ
り
ん

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
で
参
加
者
を
募
集
し
、
今
年
は
８
組
21
人
の

親
子
が
、
様
々
な
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
の
敷
地
内
で
自
動

操
舵
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
体
験
や
、

無
人
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
、
ド
ロ
ー
ン
飛

行
の
見
学
を
行
い
、
初
め
て
乗
車
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
に
子
ど

も
た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。

　

収
穫
体
験
で
は
、
収
穫
期
を
迎
え
た
食
べ
頃
の
馬
鈴
し
ょ

「
と
う
や
」
と
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
た
く
さ
ん
収
穫
し
ま
し

た
。

　

牛
舎
見
学
で
は
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
育
成
乳
牛

と
仔
牛
を
間
近
で
見
て
も
ら
い
、
迫
力
の
あ
る
大
き
い
牛
に

子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
し
た
。

　

屋
外
で
の
体
験
を
終
え
た
後
は
、
牛
乳
を
使
っ
た
バ
タ
ー

作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

牛
乳
を
入
れ
て
ひ
た
す
ら
振
る
だ
け
！
15
分
程
で
バ
タ
ー
が

出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
ふ
か
し
た
「
男
爵
い
も
」
に
作
っ
た
バ
タ
ー
を

の
せ
た
「
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
」
を
き
た
み
ら
い
牛
乳
と
と
も
に

美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
お
い
も
を
た
く
さ
ん
掘
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
」
「
ト
ラ
ク
タ
ー
に
初
め
て
乗
っ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
、
大
変
有
意
義
な
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

▲馬鈴しょの収穫を体験する参加者

▲馬鈴しょを選別する従業員 ▲農事組合法人
　ノーザンライツの会社ロゴ
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　８月、インターンシップ推進事業「夏の北海道大規模体験学習」として、高知県内２校の高
校生19人がオホーツク管内を訪れ、きたみらい管内を視察しました。
　また、東京農業大学世田谷校からは、農業実習生５人が８月28日から９月５日までの９日
間、３戸の組合員宅にホームステイし、農業体験学習を行いました。今回は、その様子を特集
します。

　高知農業高校の12人、幡多農業高校の７人が８月26日から29日の間、上常呂地区広郷の合同会社バレ
ルファームや当ＪＡの玉ねぎ集出荷選別貯蔵施設、小麦乾燥調製貯蔵施設を視察しました。

高知県農業高校 インターンシップ推進事業「夏の北海道大規模体験学習」

▲施設を見学する様子 ▲みんなで集合写真

米と野菜作りを営んでいる実家や地元茨城県の農業と違い、農業の規模が何十、何百倍の大きさに
圧倒されています。大規模だと1つ1つの作業にもたくさんの人手が必要で、連携が重要になってくる

と感じています。同じ日本ではありますが、まるで海外に来たかのように全く違う場所、規模で農作業を経
験することが出来てとても充実しています。今回の実習で学んだことを今後の進路に活かしていきたいです。

東京農業大学世田谷校 山口　凌太さん（20）やまぐち　　りょうた

▲山口さん(左)と受入農家の田中さん

【山口さんの受入農家は、端野地区豊実の田中孝二さんです】

▲コンテナの
　馬鈴しょを
　均す山口さん

　
馬鈴しょを
選別する様子

▲

北海道農業の規模やスケールの大きさに驚いています。実習を行ってみて、機械や馬鈴しょの価格
など、知らないことをたくさん知れたことがうれしかったです。作業中、出身である徳島県の暑さ

に慣れているので、気温の高さは平気でしたが、風が強く土ぼこりの対応が大変でした。
　地元では祖父が農業を営んでいるので、今回北海道で実習した経験を活かして経営を継いだ後も頑張り
たいと思います。

農業は天候に左右されるというのを身をもって体験できました。実習では、作物がどのように生育
しているのか、機械はどのような種類があるのかについて学べたことが良かったです。馬鈴しょの

選別を中心に作業しましたが、土塊や石を取り除くことに精一杯で、作業についていくのが大変でした。
　今回、作物を生産する大変さを経験したので、大学に戻ったらご飯を大切に食べたいと思います。

東京農業大学世田谷校 佐藤　綾亮さん（19）・中根　正喜さん（19）さとう　　りょうすけ なかね　　　 まさき

▲佐藤さん(左から２人目)、中根さん(中央)と
　受入農家の河野さんご家族

【佐藤さん、中根さんの受入農家は、上常呂地区常川の河野栄さんです】

▲コンテナの
　馬鈴しょを
　均す作業

作業方法を
教えてもらう様子

▲

想像していた何十倍もの玉ねぎがあり、収穫や選別作業にこれだけの労力を使うことを知ることが
できました。どんな作業でも実習先の皆さんがとても優しいので頑張れました。慣れない体勢で作

業が続くので、腰が痛く大変でしたが貴重な経験が出来ました。
　育てた農作物が天候等でダメになることもあると学び、今後は農家さんの気持ちを考えながら大切に食
べたいと思います。

農業はのんびりと作業しているイメージがありましたが、実際は朝早くから夕方まで地道に作業し
ていることを知り、農業に対する印象が変わりました。実習前は不安もありましたが、受入先の皆

さんに仲良くしてもらい充実した日々を送れました。単調な作業が多く体力面よりも精神面を保つのが大
変でした。
　短い期間でしたが、この実習で得た経験・知識を自分の強みとし、今後の人生を決める際に役立てたいです。

東京農業大学世田谷校 渡邉　拓夢さん（19）・中村　一陽さん（20）わたなべ　　 たくむ なかむら　　かずあき

▲渡邉さん(中央左)、中村さん(中央右)と
　受入農家の高橋さんご家族

【渡邉さん、中村さんの受入農家は、相内地区豊田の高橋秀幸さんです】

▲コンテナの
　玉ねぎを
　均す作業

玉ねぎを選別

▲

　　する様子

JAきたみらいに来訪

山口
さん

佐藤
さん

中根
さん

渡邉
さん

中村
さん

高知県農業高校・東京農大実習生
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▲審査の様子

▲審査員を務めた吉田智貴氏

進
会
の
上
位
入
賞
牛
は
全
道
共
進
会

（
乳
用
牛
部
門
）
へ
の
出
場
権
を
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
品
者
は

出
品
牛
が
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
入
念

に
手
入
れ
を
行
い
挑
み
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
牛
か
ら

は
18
頭
が
１
等
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
と
24
日
に
安
平
町
で
行
わ

れ
る
第
18
回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会

（
乳
用
牛
部
門
）
に
は
当
Ｊ
Ａ
よ
り
23

頭
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は

８
月
19
日
、
訓
子
府
町
の
北
見
管
内
畜

産
総
合
施
設
で
、
第
71
回
北
見
管
内
総

合
家
畜
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管

内
の
７
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
91
頭
の
乳
牛
が

出
品
さ
れ
、
16
部
門
に
分
か
れ
て
体
型

の
美
し
さ
や
骨
格
の
力
強
さ
、
乳
房
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
資
質
の
優
劣
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
審
査
員
は
上
士
幌
町
の
酪

農
家
、
吉
田
智
貴
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
41
頭
を
出
品
。
同
共

に
進
み
無
事
収
穫
で
き
た
。
肥
料
の
調

整
な
ど
毎
年
反
省
点
は
あ
る
が
、
今
年

の
反
省
を
今
後
の
営
農
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
全
体
で
は
、
訓
子
府
、

置
戸
、
上
常
呂
、
相
内
、
温
根
湯
の
５

地
区
で
83
戸
の
生
産
者
が
約
３
７
３
㌶

作
付
け
し
て
お
り
、
収
穫
さ
れ
た
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
は
味
の
素
食
品
北
海
道
株

式
会
社
の
訓
子
府
工
場
に
て
カ
ッ
プ
ス

ー
プ
の
素
と
な
る
コ
ー
ン
パ
ウ
ダ
ー
に

加
工
さ
れ
、
全
国
の
消
費
者
の
元
へ
出

荷
さ
れ
ま
す
。

　

収
穫
作
業
は
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
９
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
８
月
12
日
、
加

工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
作
業
が

昨
年
よ
り
も
10
日
程
早
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

訓
子
府
地
区
で
畑
作
三
品
を
中
心
に
、

加
工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
約
２
・
７

㌶
作
付
け
し
て
い
る
小
池
寿
幸
さ
ん
の

圃
場
で
は
、
８
月
21
日
に
収
穫
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
池
さ
ん
は
、
土
壌

の
通
気
性
や
透
排
水
性
の
改
善
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
輪
作
体
系
の
一
つ
と

し
て
加
工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
作
付

け
し
て
お
り
、
今
年
の
収
穫
に
つ
い
て

「
播
種
後
、
雨
が
少
な
く
心
配
し
た
が
、

後
半
の
降
雨
の
お
か
げ
で
生
育
は
順
調

▲スイートコーン収穫作業の様子

▲トラックに積み込む様子

〜
北
見
管
内
総
合
家
畜
共
進
会
〜

き
た
み
ら
い
か
ら
18
頭
が
１
等
に

加
工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　
　

  

例
年
よ
り
も
早
い
収
穫

は
植
え
付
け
時
期
の
強
風
や
高
温
干
ば

つ
、
豪
雨
な
ど
つ
ら
い
天
候
ば
か
り
で

気
が
休
ま
る
時
が
ほ
と
ん
ど
な
く
生
育

も
心
配
し
て
い
た
が
、
平
年
並
み
の
出

来
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
今
年
は
暑
い

の
で
体
調
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
収
穫

作
業
を
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
４
２
３
戸
の

生
産
者
が
約
４
，
６
０
０
㌶
作
付
け
し

て
お
り
、
収
量
は
約
25
万
㌧
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
で
は
玉
ね
ぎ
の
収

穫
が
最
盛
を
迎
え
て
い
ま
す
。
管
内
各

地
で
は
７
月
下
旬
か
ら
、
根
切
り
を
終

え
て
枯
れ
あ
が
っ
た
玉
ね
ぎ
が
ピ
ッ
カ

ー
で
拾
い
上
げ
ら
れ
、
粗
選
別
を
し
た

後
次
々
と
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
ら
れ
て
い

き
ま
す
。

　

端
野
地
区
で
玉
ね
ぎ
を
約
18
㌶
栽
培

し
て
い
る
き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
の

北
川
裕
一
副
会
長
は
７
月
27
日
か
ら
収

穫
を
開
始
。
収
穫
に
あ
た
っ
て
「
今
年

▲ピッカーで次々と拾い上げられる玉ねぎ

▲粗選別の様子

過
酷
な
環
境
を
乗
り
越
え
、

         

玉
ね
ぎ
の
収
穫
最
盛

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部×
北
見
市
観
光
協
会
〜

消
費
者
へ
き
た
み
ら
い
の
玉
ね
ぎ
を
Ｐ
Ｒ

▲青年部と交流しながら玉ねぎを収穫する参加者

▲選別作業を見学する参加者

パ
ー
で
の
選
果
作
業
も
見
学
し
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
青
年
部
か
ら
は
収
穫

し
た
玉
ね
ぎ
の
ほ
か
に
、
お
土
産
と
し

て
Ｊ
Ａ
加
工
品
や
部
員
の
自
家
で
採
れ

た
野
菜
を
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設

に
移
動
し
て
施
設
見
学
を
行
い
、
収
穫

さ
れ
た
玉
ね
ぎ
が
出
荷
さ
れ
る
ま
で
の

流
れ
を
Ｊ
Ａ
職
員
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
つ
い
て
昆
野
将
之
部
長
は

「
と
て
も
暑
い
中
だ
っ
た
が
参
加
者
も

楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
。

ツ
ア
ー
を
通
じ
て
玉
ね
ぎ
や
農
業
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
は
８

月
26
日
、
北
見
市
観
光
協
会
と
共
同
で

「
生
産
量
日
本
一
！
北
見
の
玉
ね
ぎ
を

体
験
・
体
感
ツ
ア
ー
」
と
題
し
た
農
業

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
親
子
や
夫
婦
な
ど
３
組

６
人
が
参
加
し
、
は
じ
め
に
梶
浦
貴
志

副
部
長
の
圃
場
で
玉
ね
ぎ
の
収
穫
体
験

を
実
施
。
青
年
部
役
員
が
玉
ね
ぎ
の
品

種
ご
と
の
特
徴
や
良
い
玉
ね
ぎ
の
見
分

け
方
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者
は
青
年

部
と
交
流
し
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
玉
ね
ぎ
を
拾
い
上
げ
て
茎
葉
や
根
を

切
り
、
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。
ず

ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
や
タ
ッ
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温根湯地区・平里

牧野 美穂さん（37歳）

み　ほ

　今回はフレッシュミズの牧野副会長に登場いただ

きました。

きたみらい技能実習生

グエン ティ フオン リエンさん（27歳）

出身地：ベトナム（タンホア省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　ジョギングをすることです。Ｑ好きな日本語はなんですか?　　「雲の向こうは、いつも青空」Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　ラーメン、そば、うどんです。Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　１番大変なことは日本語が分からないことです。　でも、先輩や職員、周りの方に色々なことを教え　てもらっているので、どんどん慣れました。いつ　も助かっています。本当にありがとうございます。Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　富士山を登りたい、着物を着てお花見に行きた　い、スキーをしたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　面白いです。これからも色々な実習にチャレン　ジしたいです。

　ベトナムには「ウオン　ヌオック　ニョー　グオン」という大変有
名なことわざがあります。意味は「水を飲んだら水源を思え」、日本
語では「飲水思源」という四字熟語です。「自分が当たり前に飲んで
いる水も、先人が苦労して掘り当てたものであるから感謝しなくて
はならない」という意味から、「今自分が享受しているものを当たり
前に見るのではなく、感謝を示さねばならない」という意味になりま
す。人間は何気なく生きていますが、親や先生、友達、その他多くの
方々の助けのもとで生きることができています。家族を大事にし、先
人を尊敬するベトナムの人々だからこそ有名になったことわざです。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.28

「やりたいことをやろう」

協同組合を実感する

　2020年に発足した、全道の協同組合関連組織16団体からなる「協同組合ネット北海道」では、

コロナ禍の中におきながら、「ゆるやか」「あいのり」「やってみる」という活動モットーの中

で、様々な活動を行ってきた。そして今年の新規事業として取り組んだのが北海道大学の１年生

を対象とした「北海道で協同組合を学ぶ」という集中講義である。

　北海道大学の１年生は、一部の学生を除いて「総合理系」と「総合文系」という２つに分かれ

て所属している。その中から、２年生になるときに学部・学科を選択する（成績順に配属が決ま

る）という方式だ。そうした１年生を主な対象として、様々な集中講義が用意されているが、そ

の中でも道外出身の学生が多いこともあり、道内のフィールドに出かける講義は人気が高い。

　今回協同組合ネット北海道で新しく立ち上げたこの講義も、そうした学生のニーズにマッチし

たのか、定員の倍を超える学生の履修登録があった。そうした理由だけではなく、講義に参加し

た学生に受講動機を聞くと、「協同組合」そのものについても興味があったから、という学生が

多かった。

　集中講義は、一泊三日の内容である。まずは一泊で道内の協同組合の現場を視察、見学し、三

日目は大学での座学という構成であった。フィールド研修は、森林組合、漁協、農協、そして生

協について現場で学ぶという内容であった。当別町の道民の森でまずは北海道の森を体感した後

に、日本海まで移動して増毛漁協、その後再び内陸の深川市で一泊した。夕食、朝食のバイキン

グでは、若者達の食欲が遺憾なく発揮されていた。翌日はＪＡきたそらちにて、米の受入施設と

精米施設を見学し、お昼には職員の方達が準備してくれた深川自慢の炊きたてご飯に地域の仕出

し屋さんから調達したカレーをかけた。こちらでも学生は爆食。そこから江別市に向かい、コー

プさっぽろが誇るエコセンター（リサイクル施設）と関連会社で全道の全店舗に配送する物流の

拠点である北海道ロジサービスを見学し、帰路についた。どの視察先でも、受講している学生か

らは熱心な質問が相次いだ。

　翌日は朝から、90分の講義を４コマ立て続けに実施した。16団体のうち、北海道大学と報徳社

を除く14団体全てから、自分達の組織のこと、そして協同組合の一員としてどのように社会や地

域の課題解決に事業として取り組んでいるのか、というテーマで講義をしてもらった。

　詰め込みすぎだとおもった今回の集中講義に対して、やはり学生からは「体力的にはキツかっ

た」という感想が寄せられた。だがそれは同時に、座学を２日間にして、もっとゆっくりと話を

聞きたいし、学生同士でも意見交換したかった、という前向きなものでもあった。

　いま、学生達には「これからの北海道が直面する社会問題と、その解決に協同組合はなにが出

来るのか」というテーマでレポートを書いてもらっている。ほとんどの学生にとって、今回が初

めて協同組合を「実感」して知ることになったのだと思う。そうした学生達がどんなレポートを

書いてくれるのか、とても楽しみだ。

　今回の講義には、協同組合ネット北海道構成団体からの資金的支援に加えて、事務局運営体制

などの人的支援、さらには現地での視察研修なども含めると総勢で70人近い人達の協力のもとで

実現された。なにか事業をやるときに投資効果やＫＰＩが重要視される昨今、何か新しいことに

取り組むことは簡単ではない。もちろん事業を続けていくためにはこうした指標は必要だが、特

に今回のような「教育」は、時間が掛かるし、インプットを増やせばアウトプットが増えるとい

う関係にあったり、すぐに効果が出たりするものではない。だからこそ、継続的にやり続けるこ

とが必要だ。

　そうした中でも、今回の講義では、多くの学生にとって、なじみのなかった協同組合を知るき

っかけになったことだろう。ある学生は、レポートを提出するメールの文面にこう書いてくれた。

「この度は、私の価値観を変え、将来為になる講義をありがとうございました。」

　少なくとも一人の心に、確実に何かは届いたようだ。

◆出身、結婚に至るまで

　出身はせたな町です。短大在学中、演劇部ＯＢの

夫が部活動に顔を出していたので知り合いました。

その後、自然とお付き合いすることに。大学卒業後

は江別市の保育園に７年勤め、「家業を継ぐと決断し

た彼の隣で同じ景色を見たい」と思い、結婚を機に

北見に来ました。オホーツク管内には知り合いがい

なく、不安な気持ちもありましたが、困っていると助

けてくれる夫を信じました。

◆目標は？

　出来ていないことの方が多いですが、「やりたいこ

とをやろう」を目標にしています。今年は着物の着付

けを習いました。とても楽しかったので時間が出来た

らまた習いたいと思っています。

◆ご自身の性格は？

　周りからは落ち着いていると言われることもあり

ますが、本当は優柔不断で大雑把なところもありま

す。でも、仕事・育児・プライベート・フレミズ活動・・・

出来ることは一生懸命やります！

◆組織活動の魅力は？

　自分の視野を広げて、人とのつながりを作れるこ

とです。緊張で誰とも話せなくても、イベントに参加

した！というだけでも自分のプラスになると考えるよ

うにしています。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之
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今
年
で
36
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
が

ぶ
り
か
る
ち
ゃ
ー
事
業
の
農
業
体
験

「
家
族
い
も
掘
り
体
験
会
」
が
８
月
19

日
、
北
見
市
仁
頃
の
田
園
空
間
情
報
セ
ン

タ
ー
の
圃
場
で
行
わ
れ
、
１
３
１
組
、

４
７
０
人
が
芋
掘
り
体
験
に
参
加
し
ま

し
た
。
当
初
は
８
月
５
日
に
開
催
予
定

で
し
た
が
、
降
雨
の
た
め
延
期
対
応
と

な
り
ま
し

た
。

　

同
事
業

は
北
見
市
、

土
地
改
良

区
、
当
Ｊ

Ａ
の
ほ
か
６
団
体
で
構
成
す
る
「
が
ぶ
り
か
る

ち
ゃ
ー
事
業
実
施
委
員
会
」
が
主
催
。
農
業
体

験
を
通
じ
て
地
域
消
費
者
に
地
域
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、
農
村
と
都
市
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
家
族
は
１
組
３
坪
ほ
ど
の
面
積
が

割
り
当
て
ら
れ
芋
掘
り
を
体
験
。
子
ど
も
た
ち

は
汗
を
か
き
な
が
ら
も
茎
を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ

張
っ
て
、
芋
が
飛
び
出
す
と
「
う
わ
ー
！
」
と

喜
び
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
芋
に
傷
が
つ

か
な
い
よ
う
に
手
や
ス
コ
ッ
プ
で
丁
寧
に
土
と

芋
を
掘
り
分
け
て
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
男
の
子
は
「
暑
い
中
、
掘
る
の
は

大
変
だ
っ
た
け
ど
た

く
さ
ん
の
じ
ゃ
が
い

も
を
掘
る
こ
と
が
で

き
て
大
満
足
。
家
で

た
く
さ
ん
食
べ
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
少
し
風

が
吹
い
て
い
ま
し
た

が
、
好
天
で
の
実
施

と
な
り
、
参
加
者
は

笑
顔
で
体
験
し
、
良

い
夏
の
思
い
出
と
な

っ
た
様
子
で
し
た
。

▲芋掘り体験会の様子

▲収獲した芋を手にする参加者

▲開会挨拶をする
　鴨下委員長

　毎週土曜日午後５時から放送されている、ＪＡグループ北海道提供番組「あぐり王国北海道ＮＥＸＴ」が
『ＴＶｅｒ』で配信されています。
　見逃した場合も安心して視聴できますので、ぜひご覧ください。（お気に入り登録もよろしくお願いします）

あぐり王国北海道ＮＥＸＴ『ＴＶｅｒ』で配信開始！あぐり王国北海道ＮＥＸＴ『ＴＶｅｒ』で配信開始！

URL： https://tver.jp/series/srmb7kadnb

北
見
で
芋
掘
り
体
験 

今
年
も
大
勢
参
加

　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
６
日
、
地
域
と
共
に
歩

ん
で
き
た
20
周
年
に
感
謝
し
、
地
域
住
民

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
日
、
「
き
た
み
ら
い
Ｄ
ａ
ｙ
」
と
銘
を

打
っ
て
北
見
市
の
遊
園
地
「
き
た
み
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
」
を
無
料
で
貸
し
出
し
、

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
き
た
み
ら
い
牛
乳
８

０
０
杯
分
、
馬
鈴
し
ょ
と
玉
ね
ぎ
、
当
Ｊ

Ａ
加
工
品
の
玉
ね
ぎ
醤
油
の
セ
ッ
ト
１
，

０
０
０
袋
を
無
料
配
布
し
、
午
後
に
は
用

意
し
た
全
て
を
配
り
終
え
る
ほ
ど
の
大
盛

況
ぶ
り
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
駆
け
付
け
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
も
行
列
が
で
き
る
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
坪
組
合
長
は
開
会
挨
拶
で
「
今
回
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ

ん
に
感
謝
を
込
め
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
今
日
は
家
族
や
友
人
と
楽
し
い
思
い

出
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
伝
え
ま
し

た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
稼
働
し
な
い
遊

具
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
「
遊
園

地
で
色
々
な
乗
り
物
に
乗
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
買
っ
た
食

べ
物
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

地
域
と
歩
ん
だ
20
周
年
に
感
謝

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
「
き
た
み
ら
い
Ｄ
ａ
ｙ
」〜

▲馬鈴しょと玉ねぎを無料配布する様子

▲きたみらい牛乳を配布する様子

▲開会挨拶をする大坪組合長

▲キッチンカーで買い物する来場者

▲名物「クレイジ―マウス」に乗ってピース
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農薬の適正な管理・使用について

家畜排せつ物及びたい肥の適正管理について

プロ
だネ

運転免許

低速車マーク・
反射テープ等を
つけよう！

安全整備で
今日も１日
楽しい作業

お先に
　　どうぞ

技能講習を
受けよう

気を
つけて！

トラクタ等運転は、
交通ルールと運転マナーを遵守しよう

● 運転には、道路走行に必要な運転免許、
作業に必要な受講証・免許を取得し、
交通ルールを守り安全運転に努めま
しょう。

● トラクタ等農耕作業用自動車の道路
走行時には、一般自動車と路上で共
存を図るために、保安装備を的確に
付け、道をゆずる・迂回路を使う・
道路使用時間帯に配慮する等、一般
交通の妨げにならないよう心掛けて
ください。また、道を汚さない等の
運転マナーも遵守しましょう。

点検・整備の励行と低速車マーク・
反射テープ等を取り付けよう

● 道路運送車両法上の小型特殊自動車（トラクタ等）は、自動車検
査制度（車検）の義務が免除されていますが、整備不良は重大な
事故を招く恐れがあるので、自主的な点検・整備を励行しましょう。

● 一般の自動車との速度差が大きくて追突事故につながる恐れが
あるので、低速車マークや反射テープ等を取り付けましょう。
また、保安灯火等が正常に機能することによって後続車が早く
認知できる可能性が高まります。事故が起きないように早めの
点灯や日々の点検などを心がけてください。

● 農作業事故・交通事故が発生すると、受傷した本人ばかりか農家経
営全体に重大な影響を及ぼします。万一の場合に備えて道路運送車
両法上の小型特殊自動車（トラクタ等）は、労災保険や共済等任意
保険に加入し、安心して農業経営に当たりましょう。

農作業安全「MMH」運動に
みんなで取り組もう

マナー・マーク・保険

M
マナー

M
マーク

H
保険

労災保険と傷害共済・自動車共済等
任意保険へ加入しよう

労災 自動車共済

収穫最盛期の事故に注意！

◇万が一、作業中に

　怪我をした場合は

　労災補償の対象と

　なる場合がありま

　すので、担い手グ

　ループまでご連絡

　ください。
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スキムミルクを使った！レシピ紹介④
令和４年度ＪＡグループオホーツク　みんなのよい食プロジェクト

詳しい内容や加入のお申し込みは、 

各地区ふれあい相談グループまでお問合せください。 

ＰＯＩＮＴ❷ 

ＰＯＩＮＴ❶ 

ＰＯＩＮＴ❸ 



17 16

第７回 理事会報告
　８月28日、午前９時00分より第７回定例理事会が開催され、報
告事項18件、決議事項６件が協議され、原案通り承認されました。

【報告事項】
①監事監査報告について（令和５年度販売企画部（共計本精算、
　委託加工品）、畜産部（受託販売））
②内部監査（販売（共計）部門）報告について
③組合員状況報告について
④財務状況報告について
⑤令和５年度上半期実績及び決算見込について
⑥信用事業取引における対応状況等について
⑦令和５年度農地評価単価基準について
⑧令和５年度ＪＡ共済コンプラ点検結果について
⑨燃料手当の支給について
⑩作況調査（８月15日）報告について
⑪対策農家の上半期の状況について
⑫地域ふれあい祭「きたみらいＤａｙ」の開催結果について
⑬Ｒ５年産小麦の収穫及び品質状況について
⑭玉葱ＡＩ選別機共同研究について
⑮Ｒ５年産玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑯生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑰令和４年度酪農畜産関連補助事業実績管理表について
⑱令和５年８月９日集中豪雨被害報告について　

【決議事項】
①エーコープおけと店の運営に係る（株）ホクレン商事への支援（案）
　について
②固定資産の処分について
③規程類の改正について
④Ｒ５年産でん原馬鈴しょ概算金について
⑤ＪＡグループ北海道の「めざす姿」の検討に係る意見集約について
⑥令和５年度夏期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて

介護保険サービス③

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答え
（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記入し
てＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎとチーズが溶
け込んだポークカレー」をプレゼント致します。

８月号まちがいさがしの当選者
　８月号のまちがいさがしの答えは「１、３、６、８、11」

でした。正解者22名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎせん

べい」と「オニオンコンソメ」をプレゼント致しま

す。

（　　　）内は地区名

・相馬　みうさま（訓子府）・斉藤　義博さま（訓子府）
・石澤　キヌさま（訓子府）・岩橋　椎奈さま（温根湯）
・黒川　春枝さま（訓子府）・黒須　来春さま（北　見）

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

収年は暑すぎて大変ですね。
収穫作業も無理せず休み休みやるしかないですね。今

　今回は「暑い」というお便りをたくさん頂戴しま

した。今年はお盆を過ぎても30℃を超えるような日

ばかり…。収穫作業も本格化していますが、健康第

一でお願いします！

（匿名希望さん） （匿名希望さん）

　今年はきたみらい管内でも局所的

に災害級の豪雨がたびたび降ってい

ます。ようやく迎えた実りの時期ですので、いい天気が

続いて収穫が順調に進むことを願っております。

穫真っ只中、お天気が続くと
いいですね。
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和５年８月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,598人

5,684人

873戸

120,274百万円

15,020百万円

4,928百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

カリフローレのチーズフリット水ナスと海ぶどうのサラダ

・最近は、暑さによる寝苦しい夜も少なくなり、夏の終わりを感じます。

　日照時間も変化し、暗くなる時間も早まっていますので、夕方の作業

　は電灯をつけるなど農作業事故には十分注意してください。

・最近の悩みは、２歳の子どもに食べムラがでてきたことです。私の料

　理レパートリーが少ないせいで飽きているのか…。きたみらいの農畜

　産物を使用した子どもが爆食いするレシピなどを知っている方、担い

　手グループの森谷まで連絡ください！　　　　　　　  　（森谷　弥生）

❶縦に６等分した水ナス、昆布、タカノ
ツメを３％の塩水に入れ、重しをして一
晩漬ける。
❷器に①の水ナス、カットしたフルーツ
トマトを盛り付け、レモン汁、オリーブ
油、岩塩をかけ、海ぶどうをのせて出来
上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………………………１本

……………………………………１枚
………………………………１本

……………………………………適宜
…………………………１個

…………………………大さじ１

…………大さじ１
……………………………………適宜

………………………………適宜

水ナス
昆布
タカノツメ
塩水
フルーツトマト
レモン汁
オリーブ油
（エクストラバージン）
岩塩
海ぶどう

❶Ａの材料を合わせ、冷蔵庫に入れてお

く。

❷カリフローレを小房に分け、①にくぐ

らせ、180度に熱したサラダ油で揚げる。

❸キッチンペーパーで油を切り、器に盛

り付け、上からハーブミックス、パルメ

ザンチーズ（分量外）をかけて出来上が

り。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………………100g

……………………………80g

………………20g

…………………………100ml

…………………………………少々

………………………………適宜

………………………適宜

カリフローレ

　　薄力粉

Ａ
　パルメザンチーズ

　　炭酸水

　　塩

サラダ油

ハーブミックス


